
株式会社ハーパーコリンズ・ジャパン（本社：東京都千代田区、代
表取締役：鈴木幸辰）は、ディズニーランドの構想発案から誕生に
至るまでを関係者の綿密な取材により明らかにした『ディズニーラ
ンド 世界最強のエンターテインメントが生まれるまで』を2021年
12月10日に発売することを決定いたしましたのでここにお知らせい
たします。

カリフォルニア州アナハイムに広がる農地。ウォルト・ディズニー
はその地を見渡しながら、「大人も子どもも楽しめる、誰も見たこ
とがないようなテーマパークをつくりたい」と想像していました。

12月10日
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当時、遊園地やテーマパークは「稼げない廃れたビジネス」というイメージが定着していた時代。しかし「そんな計
画は絶対に失敗する」「無謀だ」という世間の声をはねつけ、今や世界中の人びとから愛されつづける世紀のアミュ
ーズメントパークを創り上げることに成功しました。また、その陰には、天才ウォルト・ディズニーと、エンジニ
ア、建築家、アーティスト、アニメーター、造園家など彼によってその才能を見出された何十、何百という多くの人
材の支えがありました。

本書には幾度もの挫折、腹心の部下が目にしたウォルトの涙、奇跡のような逆転劇のほか、歴史雑誌の編集長を17年
務め数多くのドキュメンタリーの監修もおこなう著者が丁寧な取材を重ねることで知り得た唯一無二のテーマパーク
誕生時の秘話やエピソードが満載。ディズニーランドの開園の数年前からウォルト・ディズニーが亡くなるまでを時
系列で追いながら、時計職人並みの緻密さ、高い芸術性、リスクを顧みない鋭い直感を兼ね備えたウォルト・ディズ
ニーという男の素顔を浮き彫りにしています。

そして来る12月5日生誕120周年を迎えるウォルト・ディズニーの名言や哲学も多く登場。

○ディテールにとことんこだわる
パーク内の線路に敷く砂利や、地上12メートルの高さにある手すりひとつにもウォルトは「リアル」を追い求めた

○「清潔であること」は絶対条件
当時の遊園地は雑多で汚れているところが多く、清潔にこだわるウォルトの行為は「金の無駄遣い」と揶揄された

○新しいものを恐れない
新しい「テレビ」という媒体を映画業界は「敵」とみなしたがウォルトはいち早くそこに可能性を見出す

○進化しつづける
トライアル＆エラーを繰り返し、日ごとディズニーランドは進化をつづける。
ウォルトは言う。「ディズニーランドは完成することがない」

ウォルトがビジネスを遂行する上で大切にしてきた考え方、そして時に必要となる大胆な英断など、いまを生きるわ
たしたちにとっても大切な要素が詰まっている伝記です。次々とビジネスが淘汰され、常に革新性が求められるいま
の時代だからこそ、多くの人に手に取って頂きたい1冊です。
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「なぜ遊園地を？」パークの足場の陰でジャーナリスト
に質問されたとき、ウォルトの答えはいたってシンプル
だった。「この20年というもの、何か自分だけのものが
欲しいと思っていたんだよ」

ディズニーランドを特別な場所にするもうひとつのもの
は、清潔さだった。ウォルトはそのことを、計画当初か
ら強調してきた。そして今、建築資材のさびかけた鉄く
ずがそこかしこに散らばる敷地を歩き回り、オープン後
もごみでいっぱいになるのではと心配になった。ウォル
トは、園内で販売するアイスクリームの棒に、平らなも
のしか認めなかった。「丸い棒のものは売らない。お客
がつまずくかもしれないから」とはいえ、つまずくもの
を探すほうが大変になりそうだった。ごみは数分だろう
と落ちたままにしておかないとウォルトは決めていた。
園内を清潔に保つため、アメリカン・ビルディング・メ
ンテナンスと契約したのだが、より高い水準の清掃サー
ビスがディズニーランドには必要だと気づく。そこで、
高級ホテルや豪華客船をモデルとして、自分が求める清
潔さとは何か、アメリカン・ビルディング・メンテナン
スの責任者であるチャック・ボヤージンと話し合いを続
けた。

【本書より】


